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IoTものづくり分科会（１）

設立趣旨
昨今のIoTに対する関心や活動の高まりを受け、設計・製造を含むものづくり
分野における、IoTに関わる情報共有や研究交流の場を提供することを目的と
して、IoTものづくり分科会を設置する。

活動内容
設計・製造支援技術分科会でのCAE解析や加工実験、IT化等への取り組みをベ

ースに、要素技術の連携や設備機器相互のデータ・情報共有を進めることで
さらなる展開を図る。具体的な活動は以下の通り。

• 地方版IoT推進ラボを始めとする各地域における取り組みの紹介

• 中小企業の成功事例紹介や技術課題についての意見交換等、IoTの啓蒙につ
ながるような情報の共有

• “IoT”をキーワードとした、部会を越えた技術・研究交流（情報通信・エレ
クトロニクス部会 情報技術分科会など）
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IoTものづくり分科会（２）

年次計画イメージ
• 当初3年間程度は、個々の会員からの活動紹介や見学会を主体とする。

• それ以降は、共通課題を持つ公設試が組織したグループによる、それぞれ
の活動報告を徐々に増やす。

体制

• 現行の設計・製造支援技術分科会を発展的に解消し、個々の要素技術に止
まらない広範囲なものづくり活動を対象とする分科会として位置付け、製
造プロセス部会に設置する。

• 設計・製造支援技術分科会の活動は、IoTものづくり分科会へ引き継ぐもの
とする。

• 事務局は、産総研が務める。

設立会合（予定）
2018年6月21日（木）産総研臨海副都心センター
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IoTものづくり分科会（３）
－組織体制図－
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取り組み事例
－IoTシステム自作パック: スマート製造ツールキット（産総研）－

工作機械・FA機器
・ロボット等 スマート製造環境
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取り組み事例
－模擬スマート工場とIoT・ロボット研究会（茨城県）－
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• 企業による利用
共同研究への展開
ユースケース収集
企業間連携実験の場

• シーズ技術のショールーム
• 研究開発のための実験設備

将来展開
－広域テストベッド構築: 産総研及び公設試間連携－



8

■ 全般
• IoTに関する企業ニーズは高い。
•「IoT」を使った名称が最近多いので、多少アレン
ジしてもよいかもしれない。

•時機を得て良い案。当センターもIoT時代に合わせ
て、組織再編を検討しているところ。

•今年度より活動しているIoT・ロボット研究会の中
でも情報共有したい。

•県においてもIoT技術に関する企業支援を強化して
いきたいと考えており賛成である。

• IoTだと対象が曖昧になるので、絞り込んで明確化
することが必要。

■組織及び体制
•組織改編について反対ではない。
• IoT分科会への再編はよい。
•設計・製造支援技術の改編ではなく、別途IoTで分
科会を作った方が良い。

•改編よりも、設計・製造支援技術分科会を廃止し、
新たにIoT分科会を設立する方がすっきりする。

•組込み技術研究会とも重なる内容が予想される。

• IoT関連の組織が乱立しており、それらとの関係や
棲み分けが必要。

•各地域にIoT分科会を立ち上げ、地域ごとの課題を
持ち寄るようにすると良いのではないか。

■活動内容
•中小企業等の成功事例や技術課題について意見交換
ができるといい。

• IoTは、産技連の分科会でも取り組む必要がある分
野。ただ、従来のベンダー企業の開発紹介などの講
演などではなく、ものづくり中小企業が現場で上手
く活用している事例紹介を中心とした「現場 のIoT
を啓蒙する」ような取り組みが、最も重要。

•設計・製造支援技術分科会の具体的な活動内容を、
どういう風な発展形で、IoT分科会に集約していく
のかがカギになるように思う。

•組込技術研究会などの関連組織との合同会合開催は
必須。

•情報提供や共有から始まって、その先の活動へつな
げられると良い。

参考: IoTものづくり分科会設立に関わる公設試からの意見


